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編

集

後

記

中城村の児童・生徒のみなさん、上手いも下手も関係ありません！あなたの字のままでいいんです
（ぎかいだよりの文字を横書きと縦書き）

お問い合わせは中城村議会事務局（1098-895-4318）まで

「ぎかいだより」の題字の募集をします

仲
松
　
正
敏

外
間
　
博
則

大
城
　
常
良

石
原
　
昌
雄

議会だより編集委員

もっと　 知ろう みんなの議会

宮 城 愛 麗 さん
あい り

新
垣
　
貞
則

比
嘉
　
麻
乃

題字提供者

 

村
民
の
皆
様
、こ
ん
に
ち
は

 

９
月
定
例
議
会
後
の
議
会
だ
よ
り
発
行
に
な
り
ま
す
が
、

９
月
定
例
会
は
別
名
、決
算
議
会
と
も
言
い
、前
年
度
、１

年
間
の
予
算
の
執
行
状
況
、
実
施
し
た
事
業
の
成
果
、
費

用
対
効
果
等
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
審
査
し
、
村
民
が

納
得
で
き
る
政
策
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
監
視
、
及
び
チ

ェ
ッ
ク
を
厳
し
く
行
い
、
議
員
全
員
が
各
委
員
会
で
議
論

を
重
ね
、
さ
ら
に
、
本
会
議
で
最
終
的
に
認
定
、
承
認
、
採

択
等
を
決
定
す
る
場
で
す
。同
時
に
予
算
、
条
例
等
の
議

案
審
議
も
行
わ
れ
ま
す
。議
会
開
会
中
は
い
つ
で
も
傍
聴

可
能
で
あ
り
、
行
政
と
議
会
と
の
議
論
を
ぜ
ひ
、
拝
見
し

て
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
今
後
と
も
村
民
フ
ァ
ー

ス
ト
で
見
た
い
、読
み
た
い
、聞
き
た
い
、議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　（
大
城
　
常
良
）

Vol.49
写真

琉球舞踊など歓迎の
セレモニーが行われ
240 名余の参加者の
交流がありました

題字：中城小学校6年　宮　城　愛　麗題字：中城小学校6年　宮　城　愛　麗
りりあいあい

研
修
会
レ
ポ
ー
ト

町
村
議
会
議
員
・
事
務
局
職
員
研
修
会

　
幼
少
期
の
子
ど
も
は
、
一
人
ひ
と
り
が
違
う
性
格
を

持
っ
て
お
り
、
静
か
な
子
、
歩
き
回
る
子
、
人
な
つ
こ

い
子
、
人
見
知
り
の
子
、
そ
れ
ぞ
れ
に
成
長
、
発
達
し

て
い
く
う
え
で
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
生
活
の
主
体
は

家
庭
と
学
校
と
「
地
域
」
な
ら
ば
、
積
極
的
、
定
期
的
、

継
続
的
に
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
早
期
発
見
で
、
発
達
が
気
に

な
る
子
な
ど
、
健
診
後
に
支
援
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

要
フ
ォ
ロ
ー
率
児
の
割
合
が
県
平
均
で
１
歳
６
ヶ
月
児

２
０
．
３
％
、
３
歳
児
で
１
５
．
４
％
、
決
し
て
特
別

な
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
支
援
を
含
め
、
保
健
、

保
育
、
教
育
、
福
祉
、
で
の
連
携
を
深
め
、
早
期
発
見
、

早
期
支
援
、
家
族
の
不
安
と
負
担
を
減
ら
せ
る
よ
う
す

べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
社
会
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

県
内
に
お
け
る
発
達
障
害
児（
者
）支
援
の

現
状
と
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

こ
ど
も
の
発
達
課
題
と
発
達
支
援

　
食
べ
る
こ
と
は
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
最
も
自

然
な
栄
養
摂
取
の
手
段
で
あ
る
。
カ
ラ
ダ
を
維
持
す
る
、

内
臓
の
機
能
を
維
持
す
る
、
筋
肉
や
骨
を
維
持
す
る
、

よ
い
食
事
が
元
気
の
秘
訣
。
し
か
し
、
高
齢
に
な
る
に

つ
れ
て
栄
養
不
良
、
動
か
な
い
、
加
齢
、
炎
症
、
ホ
ル

モ
ン
の
変
化
等
で
筋
肉
の
減
少
（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
）
が

起
こ
り
、
運
動
能
力
の
低
下
、
転
倒
、
骨
折
の
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
、
さ
ら
に
認
知
症
の
発
症
率
も
高
く
な
り

ま
す
。
食
事
に
気
を
使
い
、
い
い
栄
養
を
と
っ
て
い
つ

ま
で
も
元
気
で
楽
し
く
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

い
い
栄
養
で
、いき

い
き
元
気
、認
知
症
予
防

名
護
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
部
長
／
小
児
科

講
師
／
勝
　
連
　
啓
　
介 

氏

沖
縄
メ
デ
ィ
カ
ル
病
院
副
委
員
長
・
金
城
大
学
客
員
教
授

講
師
／
吉
　
田
　
貞
　
夫 

氏

沖
縄
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
／
臨
床
心
理
士

講
師
／
与
那
城
　
郁
　
子 

氏

平
成
28
年
10
月
13
日
（
木
）

Ｎ
Ｂ
Ｃ
サ
ム
シ
ン
グ
フ
ォ
ー
西
崎

コメント
自転車専用道路を
つくってほしい
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認定
認定第 1 号

認定
認定第 3 号

認定
認定第 5 号

認定
認定第 7 号

認定
認定第 2 号

認定
認定第 4 号

認定
認定第 6 号

平
成
28
年
度
９
月
定
例
議
会

（
平
成
28
年
９
月
９
日
〜
９
月
29
日
）

平
成
27
年
度
決
算
認
定

平
成
27
年
度
に
中
城
村
が
使
っ
た
お
金

決算額：86 億 3,243 万 7,801 円

執行率97.6％

特別会計総額：46億 4,360 万 5,978 円

国民健康保険特別会計
国保の診療に使ったお金

公共下水道事業特別会計
生活排水を適切に流すために使ったお金

汚水処理施設管理事業特別会計
地域の生活排水処理に使ったお金

後期高齢者医療特別会計
高齢者の医療に使ったお金

土地区画整理事業特別会計
地域をより住みやすくするために使ったお金

水 道 事 業 会 計
村民に安全な水を提供するために使ったお金

一般会計歳入：88億 4,488 万 2,004 円　差引残額：2億 1,244 万 4,203 円

歳入：29 億 1,376 万 9,992 円
歳出：28 億 2,537 万 4,698 円
差引：        8,839 万 5,294 円

歳入：3 億 6,180 万 3,987 円
歳出：3 億 5,812 万 9,446 円
差引：         367 万 4,541 円

歳入：499 万   823 円
歳出：337 万 3,234 円
差引： 161 万 7,589 円

歳入：1 億 2,481 万 7,732 円
歳出：1 億 2,338 万 1,658 円
差引：         143 万 6,074 円

歳入：7 億 1,958 万 3,876 円
歳出：5 億 6,383 万 4,065 円
差引：1 億 5,574 万 9,811 円

収益的収入：5 億   413 万 9,568 円
収益的支出：4 億 4,127 万   414 円
資本的収入：   　　　　1,450 万円
資本的支出：    　6,616 万 3,034 円
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予算の使い道、議会が厳しく審査しました。
平成28年第 5回定例会決算審査報告

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

公共下水道事業特別会計

土地区画整理事業特別会計

汚水処理施設管理事業特別会計

水 道 事 業 会 計

①�保育所使用料の過年度分未収入済額が累計で約 400 万円あり、その処理方法について早急に検討する
こと。
②�南上原地区の急激な人口増加に伴い、近い将来中城南小学校の受け入れ能力に限界が生ずることが予
測される。校区変更の議論も上がっていることも踏まえ早期の対応を求める。
③�通学バス運行管理に際しては、部活生徒等各村内事業への有効活用を図るべきである。
④�学校給食共同調理場の教育総務課長による所長職の兼任は適切ではない。
⑤�福智町児童交流派遣事業の継続、活性化を図るため組織の再編等も検討すべきである。
⑥�各種補助団体の加盟や活動の衰退が見られる。行政担当課による取りまとめ、課題解決に向けた対策
を講ずる必要がある。
⑦�観光客の誘致促進も、イベントによる一時的な増ではなく、長期的・継続的に行う事業の取り組みを
目指すこと。

①�国民健康保険税の収納率（95.67％）については、県の収納率目標の 93.8％を上回っており、今後も継
続した取り組み強化を図り、収納率の向上に努めるべき。
②�住民の健康意識を高めるためにも、健康生活推進委員の増員を図り強化すべき。

①更なる予防事業の強化、充実を求める。

①公共下水道への接続を積極的に推進し、有効な対策を行う必要があり、検討し実施すべきである。

①南上原地区土地区画整理事業の早期完了を目指すこと。
②南上原地区土地区画整理事業での、土地換地作業も計画的に行うこと。

①今後、施設及び配水管等の整備改修計画を策定し、老朽化を見据え資金計画を行うこと。

①老朽施設の早期改善と漏水量減に取り組むこと。
②本村の人口増加に伴う、施設管理に対する中長期計画を実行し、貯水槽も計画的に取り組むこと。
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平成 28 年 9 月定例議会一 般 質 問 ※質問者が会議録から要約した原稿を編集しています。

村政を
問う！ 一 般 質 問

第 5回定例会に上程された議案、報告、同意、諮問、陳情、意見書

可決
議案第 34 号

可決
議案第 38 号

可決
議案第 41 号

可決
議案第 44 号

報告
報告第 10 号

報告
報告第 13 号

採択
陳情第 7 号

採択
陳情第 10 号

採択
陳情第 16 号

採択
意見書第 7 号

採択
意見書第 9 号

継続
審査
陳情第 13 号

可決
議案第 35 号

可決
議案第 39 号

可決
議案第 42 号

可決
議案第 45 号

報告
報告第 11 号

同意
同意第 5 号

採択
陳情第 8 号

採択
陳情第 11 号

採択
陳情第 18 号

採択
決議第 5 号

採択
意見書第 10 号

採択
陳情第 14 号

可決
議案第 37 号

可決
議案第 40 号

可決
議案第 43 号

報告
報告第 9 号

報告
報告第 12 号

同意
諮問第 1 号

採択
陳情第 9 号

採択
陳情第 12 号

採択
意見書第 6 号

採択
意見書第 8 号

採択
陳情第 15 号

可決
議案第 36 号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

後期高齢者医療特別
会計補正予算（第 1 号）

汚 水 処 理 施 設 管 理
事 業 特 別 会 計 補
正 予 算（ 第 1 号 ）

ハ ブ 対 策 防 除 壁 整
備 工 事 請 負 契 約

平 成 27 年 度 決 算 に
係る健全化判断比率

平 成 27 年 度 決 算
に 係 る 資 金 不 足 比
率（水道事業会計）

地 元 産 品 奨 励 及
び 地 元 企 業 優
先 使 用（ 要 請 ）

助 成 農 業 者 の 農
業 委 員 へ の 登 用
促 進 に つ い て

「 幼 稚 園・ 就 学 前 教
育 」 義 務 教 育 化・ 無
償 化 に 関 す る 陳 情

米海兵隊の戦闘攻撃
機 AV8B ハ リ ア ー
墜落に対する意見書

教職員定数法改正等に
よる「30 人以下学級完
全実現」のための意見書

過度な競争になっている「学
力推進運動」を改め子どもた
ちに豊かな教育を求める陳情

中部広域市町村圏事
務組合の規約の変更

土地区画整理事業特別
会計補正予算（第 1 号）

水道事業会計補正予
算（第 1 号）

久場前浜原線建設工
事（２工区）請負契
約

平成 27 年度決算に係る
資金不足比率（土地区
画整理事業特別会計）

固 定 資 産 評 価 審 査
委 員 会 委 員 の 選 任

玉井　恭春 氏

県 産 品 の
優 先 使 用（ 要 請 ）

子どもの貧困対策にと
りくみ、よりよい教育
環境整備を求める陳情

村内建設企業の受注機会
の確保が図られるよう議
会の決議を求める陳情

米 海 兵 隊 の 戦 闘 攻 撃
機 AV8B ハ リ ア ー 墜
落 に 対 す る 抗 議 決 議

「幼稚園・就学前教育」
義務教育化・無償化の早
期実現」のための意見書

学 校 に お け る「 集
団 フ ッ 化 物 洗 口 導
入 」 に 反 対 す る 陳 情

国民健康保険特別会
計補正予算（第 1 号）

公共下水道事業特別
会計補正予算（第 1 号）

平成 27 年度水道事業
未処分利益剰余金の
処分

平成 27 年度沖縄県町
村土地開発公社事業
報告及び決算報告

平成 27 年度決算に係
る資金不足比率（公共
下水道事業特別会計）

人権擁護委員の推薦
につき意見を求める

大城　盛文 氏

改 正 農 業 委 員 会
法 に 係 る 条 例 対
応 等 に つ い て

「労働安全衛生委員会」
の設置を進め、学校労働
環境の改善を求める陳情

名護市辺野古、米軍新基地建設及び、東村高江、米軍ヘ
リコプター離着陸帯（ヘリパッド）建設工事強行に伴う
過剰警備に抗議し、機動隊の即時撤退を求める意見書

「義務教育費国庫負
担制度」の堅持・拡
充 に 関 す る 意 見 書

「30 人以下学級」早期完
全実現と学習・特別支援
員の増員に関する陳情

平 成 28 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算（ 第 3 号 ）
補正額：2 億 8,158 万 5 千円　　総　額：70 億 2,673 万 7 千円
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平成 28 年 9 月定例議会一 般 質 問 ※質問者が会議録から要約した原稿を編集しています。

村政を
問う！ 一 般 質 問

金城　章　議員

南
上
原
ハ
ン
タ
道

街

灯

設

置

を

議
員　

南
上
原
地
区
の
ハ
ン

タ
道
（
歴
史
の
道
）
で
は
朝

夕
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す

る
多
く
の
村
民
が
こ
の
ハ
ン

タ
道
を
利
用
し
て
お
り
、
ま

た
、
朝
夕
暗
い
時
間
の
利
用

者
も
多
く
い
ま
す
の
で
、
安

全
面
で
も
街
灯
の
設
置
を
し

て
ほ
し
い
が
予
定
は
あ
る
か
。

都
市
建
設
課
長　

南
上
原
地

区
の
ハ
ン
タ
線
へ
の
街
灯
設

置
は
29
年
度
設
置
予
定
で
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

議
員　

ハ
ン
タ
道
の
樹
木
が

枯
れ
、
倒
木
の
お
そ
れ
が
数

箇
所
あ
り
ま
す
。
樹
木
の
植

え
替
え
等
対
応
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長　

南
上
原
の

土
地
区
画
整
理
地
区
内
の
ハ

ン
タ
線
に
つ
い
て
は
枯
れ
て

い
る
木
は
今
40
本
程
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
植
え

替
え
を
し
ま
す
。
別
の
箇
所
は

ま
だ
予
定
は
な
い
で
す
。

議
員　

南
上
原
地
区
以
外
も

早
目
の
検
討
し
て
下
さ
い
。
私

は
以
前
よ
り
南
上
原
地
区
へ

の
公
的
な
施
設
、
例
え
ば
児
童

館
等
の
分
所
設
置
を
提
案
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
計
画
は
あ

り
ま
す
か
。

総
務
課
長　

分
所
的
な
施
設

を
南
上
原
地
区
へ
の
設
置
に

つ
い
て
で
す
が
、
現
在
役
場
本

庁
舎
建
設
を
進
め
て
い
る
段

階
で
す
の
で
分
所
の
計
画
は

今
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
２
万
人
を
超
え
た
本

村
に
お
い
て
南
上
原
が
35
％

を
占
め
る
こ
と
を
考
え
ま
す

と
、
今
後
公
的
施
設
は
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

道

路

改

良

議
員　

安
里
中
央
線
と
潮
垣
線

と
の
交
差
点
改
良
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
、
ま
た
、
潮
垣
線
の

各
交
差
点
の
改
良
計
画
と
道
路

工
事
計
画
は
あ
る
か
。

都
市
建
設
課
長　

今
年
度
中
に

３
ヶ
所
、
吉
の
浦
潮
垣
線
、
屋

宜
被
留
線
、
安
里
中
央
線
の
交

差
点
に
つ
い
て
は
ポ
ス
ト
コ
ー

ン
改
良
し
ま
し
た
が
、
安
里
中

央
線
は
一
時
停
止
の
規
制
位
置

の
変
更
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
結
果
を
出
し
て
か
ら

の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。
村

道
潮
垣
線
で
は
北
浜
か
ら
浜
区

に
お
い
て
交
通
安
全
対
策
工
事

と
し
て
歩
道
を
片
側
カ
ラ
ー
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
場
所
決
定

議
員　

現
庁
舎
は
地
震
で
倒
壊

す
る
危
険
性
の
高
い
庁
舎
で
す
。

早
目
に
設
計
と
新
庁
舎
建
設
の

考
え
が
あ
る
か
。

村
長　

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
結

論
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
現
在

絞
り
込
ん
だ
地
域
に
庁
舎
建
設

を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
ろ
い
ろ
な
意
見
あ
り
ま
す
が
、

災
害
・
利
便
性
等
網
羅
し
た
形

で
安
心
し
て
住
民
が
利
用
で
き

る
形
の
庁
舎
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
務
課
長　

７
月
25
日
に
議
員

の
皆
様
に
建
設
場
所
の
説
明
は

し
ま
し
た
。
今
後
は
基
本
実
施

設
計
を
年
内
に
す
る
予
定
で
す
。

※
他
に
南
上
原
公
園
問
題
、
事

務
委
託
者
契
約
、
安
里
中
央
か

ら
国
道
３
２
９
号
へ
の
セ
ン

サ
ー
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

大城　常良　議員

公
立
保
育
所
臨
時
職
員

（
保
育
士
）
の
待
遇
改
善

議
員
　
臨
時
保
育
士
は
２
年
の

雇
用
期
間
を
目
安
に
入
れ
替
え

て
い
る
が
、
公
立
保
育
所
の
質

の
向
上
と
安
定
し
た
運
営
を
図

る
た
め
に
は
臨
時
保
育
士
の
雇

用
期
間
の
延
長
と
処
遇
の
改
善

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
。

福
祉
課
長　

臨
時
職
員
の
任
用

期
間
は
保
育
士
以
外
も
２
年
間

と
い
う
期
間
で
あ
り
、
そ
の
中

で
待
機
児
童
も
多
く
、
保
育
士

不
足
も
含
め
全
体
的
な
臨
時
職

員
の
任
用
期
間
を
延
長
す
る
こ

と
で
進
め
て
い
ま
す
。

村
長　

保
育
士
の
待
遇
改
善
、

保
育
士
の
確
保
と
い
う
意
味
で

は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
雇
用

形
態
も
含
め
た
改
善
に
向
け
、

来
年
度
い
ろ
ん
な
形
で
あ
ら
わ

れ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
福
祉
と
い
う
の
は
い
つ

も
言
っ
て
い
る
と
お
り
、
費
用

対
効
果
で
は
な
く
、
本
村
の
将

来
的
に
発
展
す
る
中
で
の
投
資

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
安
定
し

た
職
員
の
採
用
を
進
め
て
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

認
可
外
保
育
園
の
補

助
金
と
待
機
児
童

議
員
　
認
可
外
保
育
園
の
厳

し
い
運
営
に
対
し
行
政
か
ら
補

助
金
の
拡
充
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
ま
た
、
待
機
児
童
が
、
年
々

多
く
な
っ
て
い
る
が
原
因
は
把

握
し
て
い
る
か
。

福
祉
課
長
　
経
営
状
況
が
厳
し

い
と
い
う
話
を
園
長
さ
ん
か
ら

伺
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
自
分

た
ち
の
経
営
方
針
、
特
色
を
生

か
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

補
助
に
つ
い
て
は
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
定
員

数
を
年
々
増
や
し
て
い
ま
す

が
、
出
生
数
も
増
加
し
、
他
市

町
村
か
ら
の
子
育
て
世
帯
の
転

入
が
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
増

え
て
い
ま
す
。

議
員
　
認
可
園
も
認
可
外
も
含

め
て
、
国
家
資
格
を
持
ち
、
さ

ら
に
子
ど
も
の
命
を
預
る
仕
事

に
し
て
は
、
仕
事
量
の
多
さ
、

賃
金
の
低
さ
、
そ
し
て
将
来
の

事
を
考
え
れ
ば
不
安
も
多
い
と

思
う
。
子
ど
も
の
安
全
、
安
心
、

命
を
守
る
た
め
に
は
保
育
士
の

処
遇
改
善
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

新

庁

舎

建

設

議
員
　
９
月
23
日
に
住
民
説
明
会

が
も
た
れ
、
村
民
多
数
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
一
度
、
村
の
考

え
方
と
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長
　
現
在
、
地
権
者
と
面

会
し
、
新
庁
舎
建
設
場
所
の
経
緯

を
説
明
し
、
ご
理
解
を
得
る
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
理
解
を

得
な
が
ら
基
本
設
計
、
実
施
設
計

の
発
注
準
備
を
し
て
年
内
に
は
、

委
託
業
者
を
決
定
す
る
予
定
で

す
。

議
員
　
議
会
と
し
て
は
ま
だ
場
所

の
決
定
は
承
認
し
て
い
な
い
ん
で

す
よ
。
建
設
場
所
は
村
民
の
多
く

が
納
得
し
た
と
こ
ろ
で
な
い
と
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
村
民

の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
そ
し
て

災
害
に
対
し
て
も
十
分
な
説
明
を

行
い
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
と
説

明
責
任
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
他
に
吉
の
浦
公
園
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
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ま
い
り
ま
し
た
が
現
状
と
対

応
は
。

住
民
生
活
課
長　

糸
蒲
公
園

内
に
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
駐

留
所
を
設
置
す
る
件
に
つ
い

て
宜
野
湾
警
察
署
及
び
都
市

建
設
課
と
協
議
し
た
結
果
、

位
置
を
決
定
し
ま
し
て
、
現

在
都
市
建
設
課
の
ほ
う
で
整

地
及
び
舗
装
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
看
板
に
つ
い
て
も

発
注
済
み
で
あ
り
ま
す
の
で

10
月
中
に
は
完
了
す
る
見
込

み
で
す
。

護
佐
丸
資
料
館

議
員
　
５
月
30
日
に
開
館
し

た
図
書
館
の
図
書
が
少
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
増

仲座　勇　議員

認
知
症
の
現
状
は

議
員　

認
知
症
、
行
方
不
明

者
の
村
内
の
現
状
と
対
応
策

を
伺
い
ま
す
。

福
祉
課
長　

認
知
症
の

行
方
不
明
者
は
全
国
で

１
万
２
２
０
０
人
余
り
で
３

年
連
続
で
１
万
人
を
超
え
て

い
る
状
況
で
村
内
で
の
認
知

症
の
行
方
不
明
者
の
報
告
は

あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
予
防

対
策
と
し
て
、
ち
ょ
筋
体
操

で
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ほ

か
認
知
症
に
特
化
し
た
体

操
、
あ
と
は
脳
ト
レ
と
い
う

こ
と
で
琴
教
室
を
実
施
し
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
要
請

を
行
い
認
知
症
の
知
識
を
友

人
や
家
族
そ
の
人
た
ち
に
伝

え
る
役
目
を
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

移

動

交

番

議
員　

宜
野
湾
署
の
地
域
課

と
協
議
し
早
め
に
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
っ
て

や
す
方
法
等
を
伺
い
ま
す
。

村
長
　
護
佐
丸
歴
史
資
料
図

書
館
は
、
ま
だ
開
館
し
て
間

も
な
い
為
、
利
用
状
況
も
図

書
も
多
少
少
な
い
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
広

め
る
こ
と
で
大
い
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
地
域
の
憩
い

の
場
に
し
、
み
ん
な
で
楽
し

め
る
図
書
館
に
し
て
い
く
事

で
利
用
度
が
今
後
広
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

教
育
長　

護
佐
丸
歴
史

資
料
館
の
利
用
状
況
は

６
月
９
６
１
１
人
、
７

月
７
４
１
５
人
、
８
月

６
２
８
３
人
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
村
単
費
で
一
般
図
書

を
一
気
に
増
や
す
こ
と
が
で

き
な
い
財
政
状
況
で
毎
年
財

政
側
と
調
整
を
図
り
な
が
ら

予
算
確
保
に
努
め
、
村
民
に

合
っ
た
資
料
を
年
次
的
に
ふ

や
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
、
軽
飲
食
を
提
供
で
き

る
場
を
設
け
る
こ
と
を
提
案

し
ま
す
。

自

治

会

加

入

議
員　

自
治
会
は
よ
り
よ
い

地
域
づ
く
り
や
住
み
よ
い
村

づ
く
り
に
は
重
要
な
役
割
だ

と
思
い
ま
す
。
本
村
で
の
加

入
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み

と
本
村
の
自
治
会
加
入
率
を

伺
い
ま
す
。

企
画
課
長　

自
治
会
の
活
性

化
が
村
の
活
性
化
、
発
展
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が 

本
村
で
は
こ
れ
ま
で
、

自
治
会
加
入
促
進
に
つ
い
て

は
力
を
入
れ
て
い
ま
せ
ん
が

今
後
は
村
と
し
て
加
入
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
村
の
自

治
会
加
入
率
は
平
成
28
年
3

月
末
時
点
で
４
５
．
１
％
で

す
。

公
園
の
草
刈
り
作
業

議
員　

南
上
原
自
治
会
で
は

地
域
の
交
流
を
深
め
る
た

め
に
草
刈
り
を
し
て
き
た
が

６
ヶ
所
す
べ
て
の
街
区
公
園

と
な
り
ま
す
と
大
変
で
す
。

役
場
で
定
期
的
に
行
う
こ
と

は
可
能
で
す
か
。

都
市
建
設
課
長　

自
治
会
だ

け
で
の
街
区
公
園
管
理
は
困

難
と
考
え
て
い
ま
す
。
定
期

的
に
現
場
を
見
な
が
ら
公
園

利
用
者
に
支
障
の
な
い
よ
う

に
管
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

た
だ 

年
2
回
の
一
斉
清
掃
は

地
域
で
の
除
草
作
業
を
お
願

い
し
ま
す
。

議
員　

自
治
会
も
地
域
交
流

を
深
め
、
い
つ
か
は
村
の
力

を
か
り
ず
に
地
域
の
み
ん
な

で
楽
し
く
草
刈
り
が
出
来
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

上

地

区

へ

の

中

学

校

建

設

議
員　

上
地
区
の
人
口
増
加

に
よ
っ
て
将
来
的
に
上
地
区

に
も
中
学
校
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
教
育
委
員
会
と
し

て
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

村
長　

上
地
区
に
中
学
校
が

あ
る
こ
と
が
理
想
だ
が
時
期

的
な
こ
と
は
こ
れ
か
ら
検
討

さ
れ
る
べ
き
事
項
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

教
育
長　

中
城
中
学
校
は
現

在
、
空
き
教
室
、
普
通
教
室

に
転
用
可
能
な
多
目
的
教
室

も
あ
る
た
め
、
現
在 

新
た
な

中
学
校
建
設
の
計
画
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
人
口
増
加
を
見

据
え
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議
員　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
下

校
時
の
最
終
便
は
16
時
53
分

と
な
っ
て
い
て
部
活
動
を
し

て
い
る
生
徒
は
保
護
者
が
迎

え
る
か
、
迎
え
に
行
け
な
い

家
庭
は
歩
い
て
帰
宅
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
解

消
す
る
た
め
に
下
校
時
の
便

を
も
う
一
本
増
や
す
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

教
育
総
務
課
長　

３
学
期
あ

た
り
に
試
験
運
行
出
来
る
よ

う
調
整
し
ま
す
。

議
員　

子
供
た
ち
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
も
１
日
も
早

い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
増
便
と

上
地
区
に
中
学
校
開
校
を
お

願
い
し
ま
す
。

比嘉　麻乃　議員

地 域 防 犯 の た め の パ ト ロ ー ル カ ー 駐 留 所
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中
城
村
健
康
づ
く
り

議
員　

近
年
村
民
の
健
康
意
識

が
年
々
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、

村
と
し
て
新
た
な
健
康
づ
く
り

事
業
の
計
画
や
、
こ
れ
ま
で
の

健
康
づ
く
り
事
業
の
課
題
は
。

健
康
保
険
課
長　

平
成
28
年

度
よ
り
40
歳
の
記
念
総
合
が

ん
検
診
と
、
ア
ミ
ノ
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
が
ん
、
リ
ス
ク
が
ん
、
リ

ス
ク
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実

施
し
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
課
題
と
し
て
、
特
定
健
診

及
び
保
健
指
導
の
受
診
率
が
向

上
し
て
い
か
な
い
部
分
が
あ
り

ま
す
。

議
員　

保
険
税
未
納
者
は
特
定

健
診
の
対
象
と
な
る
の
か
。
ま

た
、
特
定
健
診
の
対
象
を
外
れ

た
年
齢
層
の
人
た
ち
に
対
し
て

の
対
応
は
。

健
康
保
険
課
長　

保
険
税
の
未

納
者
の
方
も
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
本
村
に
お
い

て
は
39
歳
以
下
、
75
歳
以
上
そ

れ
と
20
歳
か
ら
39
歳
の
方
に
つ

い
て
も
、
集
団
健
診
及
び
個
別

の
検
診
が
受
診
で
き
ま
す
。

子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
は

議
員　

近
年
、
学
校
給
食
は

安
全
・
安
心
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
学
校
給
食
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策

を
構
築
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長　

施
設
で
は

月
2
回
、
委
託
業
者
に
よ
る

衛
生
検
査
を
行
い
、
職
員
は

月
2
回
の
検
便
検
査
、
毎
朝

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

議
員　

毎
日
搬
入
さ
れ
る
生

鮮
食
品
及
び
調
理
済
み
食
品

の
検
査
の
対
策
の
あ
り
方
と

検
食
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長　

食
品
の
検

査
は
委
託
業
者
に
よ
り
ま
す
。

月
２
回
の
食
材
検
査
を
行
い
、

調
理
済
み
の
検
食
に
つ
き
ま

し
て
は
、
運
営
主
任
、
栄
養

士
で
検
食
を
行
い
、
学
校
で

は
学
校
長
に
よ
る
検
食
が
毎

食
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
は

議
員　

全
国
で
カ
ラ
ス
の
被

害
が
拡
大
し
て
い
る
中
で
、

本
村
で
は
、
カ
ラ
ス
の
被
害

対
策
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
考
え
て
い
る
か
。

農
林
水
産
課
長　

本
村
に
お

い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
に
つ
い

て
の
確
認
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
、
被
害
が
出
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
カ
ラ
ス
の

駆
除
対
象
と
し
た
被
害
防
止

計
画
を
策
定
し
、
補
助
金
を

活
用
し
た
被
害
防
止
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員　

本
村
で
は
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
る
ト
マ
ト
、

マ
ン
ゴ
ー
が
多
く
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
カ
ラ
ス
に
よ
る

農
業
被
害
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
農
家
の
方
々
へ
の
注
意

喚
起
、
指
導
の
取
り
組
み
は
。

農
林
水
産
課
長　

現
在
、
カ

ラ
ス
に
よ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
等
の
被
害
確
認
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
今
後
、

そ
う
い
う
状
況
が
発
生
す
れ

ば
、
村
と
し
て
も
農
業
者
に

対
し
て
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

仲松　正敏　議員

新垣　博正　議員

護
佐
丸
歴
史
資
料
館
の

基
本
的
展
示
方
針

議
員　

中
城
歴
史
展
示
室
、
基

本
的
展
示
方
針
に
つ
い
て
所
見

を
伺
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　

基
本
方
針
と

し
て
、
村
民
が
地
域
の
歴
史
を

学
び
楽
し
み
な
が
ら
人
材
育
成

が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機
能
を
兼
ね
備
え
た
施
設
に

す
る
。
子
ど
も
達
に
も
理
解
し

や
す
い
解
説
に
配
慮
し
つ
つ
琉

球
史
が
学
べ
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。

議
員　

本
村
の
時
代
の
移
り
変

わ
り
を
表
す
地
図
を
展
示
し
て

あ
り
ま
す
が
、
表
現
方
法
に
つ

い
て
５
０
０
年
前
と
現
在
の
比

較
が
同
じ
地
図
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
考
え
に

基
づ
く
も
の
な
の
か
。
せ
っ
か

く
「
琉
球
国
惣
絵
図
」
も
展
示

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

過
去
の
海
岸
線
の
様
子
も
比
較

で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
よ

り
正
確
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
。

生
涯
学
習
課
長　

村
の
成
り
立

ち
と
し
て
17
世
紀
の
「
中
城
間

切
り
」
か
ら
「
村
」
へ
行
政
区

の
変
化
を
理
解
し
て
も
ら
う
意

味
で
現
在
の
北
中
城
村
、
宜
野

湾
市
と
沖
縄
市
の
一
部
を
含
む

域
を
表
す
に
は
現
在
の
地
図
を

用
い
た
ほ
う
が
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
と
考
え
ま
し
た
。

議
員　

護
佐
丸
時
代
の
絵
の
中

に
兜
が
出
て
き
ま
す
が
、
実
践

で
使
用
さ
れ
た
根
拠
や
当
時
の

人
が
防
具
を
装
着
し
て
い
た
と

い
う
確
証
は
あ
る
の
か
。
そ
れ

と
も
想
像
の
域
な
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

時
代
考
証
は

城
跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
14

世
紀
〜
15
世
紀
の
地
層
よ
り
城

内
各
所
か
ら
兜
の
一
部
、
武
具

出
土
例
が
あ
り
、
戦
で
使
用
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
確
証
で
は
な
く
想

像
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

議
員　

日
本
史
で
い
う
戦
国
時

代
は
琉
球
史
に
お
い
て
は
す
で

に
護
佐
丸
時
代
は
終
わ
り
、
大

半
が
第
二
尚
氏
王
統
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。「
兜
、武
具
＝
い
く
さ
」

と
い
う
時
代
考
証
は
飛
躍
し
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
よ

り
も
琉
球
王
国
が
、
ア
ジ
ア
全

域
に
大
交
易
時
代
が
華
々
し
く

展
開
し
て
い
た
こ
と
を
主
に
し

た
展
示
企
画
を
要
望
し
今
後
も

正
確
な
歴
史
考
証
を
続
け
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

音
楽
専
科
教
師
の
配
置
を

議
員　

音
楽
専
科
を
担
当
す

る
教
師
が
中
城
小
学
校
、
津

覇
小
学
校
で
配
置
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
が
、
音
楽
授

業
の
重
要
性
を
鑑
み
臨
時
で

も
配
置
検
討
す
る
考
え
は
な

い
か
。

教
育
長　

学
校
に
お
け
る
教

職
員
の
定
数
は
、
教
職
員
配

置
基
準
に
基
づ
い
て
決
定
さ

れ
ま
す
。
今
年
度
、
両
校
と

も
13
学
級
と
な
っ
て
お
り
専

科
を
担
当
す
る
人
数
は
１
名

の
み
と
な
り
ま
す
。
学
校
運

営
上
、
校
長
の
裁
量
で
理
科

専
科
と
音
楽
専
科
の
ど
ち
ら

に
す
る
か
を
決
め
る
。
そ
の

際
に
実
験
器
具
の
準
備
、
片

付
け
、
実
験
数
が
多
い
た
め

安
全
面
を
考
慮
し
理
科
を
選

択
す
る
学
校
が
多
い
よ
う
で

す
。
今
後
、
音
楽
が
で
き
る

教
諭
の
配
置
を
教
育
事
務
所

に
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
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伊佐　則勝　議員

待
機
児
童
の
解
消

議
員　

今
年
４
月
１
日
時
点

で
、
本
村
の
待
機
児
童
数
が

86
人
で
対
前
年
で
は
64
人
増

に
な
っ
て
い
ま
す
。
待
機
児

童
解
消
に
向
け
て
の
施
策
も

充
実
し
て
き
た
と
思
慮
す
る

が
、
子
育
て
世
帯
の
人
口
増

に
よ
る
利
用
申
込
者
数
の
増

加
や
保
育
士
不
足
、
あ
る
い

は
他
に
要
因
が
あ
る
の
か
。

村
長　

潜
在
的
な
待
機
児
童

を
含
め
、
そ
の
実
態
に
近
い

数
字
が
出
て
き
た
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
認
可
園
を
基
本
と

し
た
待
機
児
童
解
消
の
政
策

を
推
進
し
、
実
態
に
近
い
待

機
児
童
の
数
を
数
年
以
内
に

は
ゼ
ロ
に
持
っ
て
い
き
た
い
。

福
祉
課
長　

南
上
原
土
地
区

画
整
備
に
伴
い
、
子
育
て
世

帯
の
転
入
が
多
く
全
体
的
に

申
込
者
が
増
え
て
い
る
事
が

主
な
要
因
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
園
児
数
に
応
じ
た
保
育

の
受
け
皿
を
確
保
し
、
平
成

31
年
度
ま
で
に
は
待
機
児
童

ゼ
ロ
宣
言
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
。

奥
間
斜
面
部
分
の

県
と
の
協
議
経
過

議
員　

奥
間
喜
納
原
斜
面
部

の
違
反
開
発
行
為
等
や
奥
間

自
治
会
か
ら
の
要
請
書
に
つ

い
て
、
そ
の
後
の
県
の
関
係

機
関
と
の
協
議
の
経
過
報
告

を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長　

６
月
27
日

に
ご
さ
ま
る
陸
上
競
技
場
の

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、

県
の
開
発
関
係
部
署
と
「
森

の
郷
お
く
ま
」
と
協
議
を
行

い
ま
し
た
。
計
画
の
目
的
と

概
要
の
確
認
、
開
発
範
囲
に

つ
い
て
の
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
い
、

以
前
か
ら
要
求
し
て
い
る
測

量
結
果
の
提
出
が
遅
れ
て
い

る
理
由
を
確
認
し
、
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

工
程
表
の
提
出
を
行
う
事
。

７
月
末
か
ら
８
月
頭
ま
で
に

現
地
確
認
を
行
う
事
。
測
量

後
に
伐
開
の
平
面
図
、
伐
開

区
域
の
境
界
の
立
会
い
を
行

う
事
。
是
正
を
す
る
ま
で
の

間
は
安
全
対
策
を
行
う
事
を

確
認
し
ま
し
た
。

議
員　

南
部
林
業
事
務
所
か

ら
の
指
導
等
に
つ
い
て
ご
報

告
願
い
ま
す
。

農
林
水
産
課
長　

９
月
５
日

に
南
部
林
業
事
務
所
と
と
も

に
事
業
者
代
表
と
現
場
責
任

者
に
対
し
、
直
接
文
書
で
の

指
導
を
行
い
、
直
ち
に
伐
採

箇
所
の
測
量
を
実
施
し
て
、

無
届
伐
採
の
面
積
を
確
定
し

顛
末
書
に
よ
り
報
告
す
る
よ

う
指
示
を
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　

今
後
と
も
住
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
、

県
の
関
係
部
署
と
の
連
携
を

密
に
し
て
、
継
続
し
て
協
議

の
場
を
持
っ
て
「
森
の
郷
お

く
ま
」
の
不
法
開
発
行
為
に

対
処
願
い
ま
す
。

集
落
環
境
の
整
備

議
員　

給
食
セ
ン
タ
ー
裏
側

ま
で
接
続
す
る
排
水
路
の
件

で
す
が
、
個
人
敷
地
内
を
通

る
現
状
を
考
慮
し
た
上
で
早

急
な
排
水
路
整
備
を
再
度
要

望
す
る
が
、
対
応
は
。

都
市
建
設
課
長　

排
水
路
整

備
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
敷

地
内
を
通
る
巣
堀
り
排
水
の

形
態
で
す
の
で
、
早
急
に
整

備
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
年
度
内
施
工
を

目
指
し
て
予
算
確
保
に
努
め

ま
す
。

新垣　貞則　議員

久
場
地
区
の
施
設
整
備

議
員　

賀
武
道
線
の
施
設
整

備
（
ス
リ
ッ
プ
防
止
・
地
盤

沈
下
等
）
の
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長　

賀
武
道
線

の
コ
ー
ナ
ー
部
は
、
議
員
・

自
治
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り

ま
す
が
、
単
費
で
の
予
算
確

保
が
厳
し
く
、
す
ぐ
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

大
変
申
し
わ
け
な
く
思
っ
て

い
ま
す
。
地
盤
沈
下
に
関
し

て
は
、
沖
縄
県
中
部
土
木
事

務
所
が
賀
武
道
線
一
帯
の
観

測
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

経
過
観
測
中
で
、
特
に
差
異

が
な
い
と
い
う
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

議
員　

第
１
児
童
公
園
（
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
・
遊
具
等
）
の
取

り
組
み
お
よ
び
久
場
前
浜
原

線
の
進
捗
状
況
は
。

都
市
建
設
課
長　

平
成
29
年
度

に
公
園
長
寿
命
化
計
画
の
中
で

概
算
要
求
と
し
て
は
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
、
遊
具
は
滑
り
台
、
ブ

ラ
ン
コ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

久
場
前
浜
原
線
は
、
平
成
28
年

度
に
工
事
を
70
％
進
捗
さ
せ
、

平
成
29
年
度
に
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

吉
の
浦
公
園
内
の

施

設

整

備

議
員　

野
球
場
（
ベ
ン
チ
・

役
員
室
兼
倉
庫
）
の
設
置
及

び
村
民
体
育
館
、
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
の
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
は
。

村
長　

一
括
交
付
金
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
ど
う
な
の
か
、
次

年
度
に
向
け
て
協
議
を
し
て
、

優
先
的
に
何
か
ら
取
り
組
む

べ
き
な
の
か
、
吉
の
浦
公
園

施
設
全
体
を
網
羅
で
き
る
よ

う
な
整
備
計
画
を
立
て
て

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

健
康
な
ま
ち
づ
く
り

に
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
は

議
員　

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
構
想
と
は
。

健
康
保
険
課
長　

健
康
か
つ

生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心
で

豊
か
な
生
活
を
営
む
、
そ
の

よ
う
な
健・

・幸
を
ま
ち
づ
く
り

の
中
核
に
位
置
付
け
、
自
然

と
歩
い
て
し
ま
い
、
知
ら
な

い
間
に
健
康
に
な
れ
る
新
し

い
都
市
モ
デ
ル
構
想
で
す
。

議
員　

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
構
想
を
実
現
す
る

為
に
、
最
近
、
護
岸
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
す
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
吉
の
浦
公
園
か
ら
屋

宜
の
護
岸
、
約
１
km
、
未
整

備
で
す
け
ど
、
県
と
調
整
を

し
て
こ
の
屋
宜
地
区
の
護
岸

整
備
す
る
方
法
は
な
い
で
す

か
。

農
林
水
産
課
長　

今
、
議
員

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
は

ホ
ー
メ
ル
の
下
だ
と
思
い
ま

す
。
農
林
水
産
省
の
事
業
に

該
当
す
れ
ば
、
沖
縄
県
中
部

農
林
土
木
事
務
所
に
要
請
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

私
は
、
健
康
で
長
生

き
で
き
る
の
は
、
人
生
の
最

大
の
徳
を
な
す
も
の
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
村
民
一
人
ひ

と
り
が
暮
ら
せ
る
社
会
を
目

指
し
て
今
後
の
政
策
に
取
り

入
れ
て
下
さ
い
。

久 場 前 浜 原 線 工 事
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安里ヨシ子　議員

新垣　善功　議員

ゴ
ミ
処
理
場
建
設

議
員　

現
在
の
青
葉
苑
の
処

理
能
力
は
40
㌧
24
時
間
仕
様
、

処
理
能
力
に
応
じ
た
ゴ
ミ
は

集
ま
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

供
用
開
始
初

年
度
の
可
燃
ゴ
ミ
２
６
．
８
６

㌧
現
在
は
37
㌧
で
お
よ
そ
1.4
倍

の
増
、
稼
働
日
数
を
増
や
す
こ

と
で
現
状
は
安
定
し
た
焼
却
状

態
で
す
。

議
員　

適
正
な
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
対
策
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

住
民
生
活
課
長　

廃
棄
物
処

理
法
及
び
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

対
策
特
別
措
置
法
の
規
定
に

準
じ
て
適
正
に
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
固
形
燃
料
ス
ラ

グ
に
関
し
て
は
福
岡
に
あ
る

山
元
還
元
処
理
の
で
き
る
業

者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

議
員　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に

よ
る
環
境
汚
染
は
現
世
代
の

み
な
ら
ず
子
や
孫
の
世
代
ま

新

庁

舎

建

設

議
員　

新
庁
舎
建
設
に
向
け

て
の
進
捗
状
況
、
建
設
資
金

計
画
、
今
後
の
村
財
政
へ
の

影
響
は
ど
う
な
っ
て
行
く
の

か
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長　

７
月
25
日
に
議

員
の
皆
さ
ん
に
建
設
場
所
の

説
明
を
し
た
後
、
地
権
者
と

交
渉
を
開
始
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
建
設
費
に

つ
い
て
は
、
建
設
検
討
委
員

会
が
算
定
し
た
18
億
円
で
今

の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
ま
す
。

企
画
課
長　

実
施
の
建
設
費

用
が
不
確
定
で
あ
る
時
点
で

の
財
政
計
画
は
難
し
い
た
め

実
施
設
計
を
通
し
て
建
設
費

用
を
算
出
し
た
上
で
将
来
の

本
村
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
を

考
え
て
い
き
た
い
。
で
き
る

だ
け
建
設
費
用
の
抑
制
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員　

９
月
23
日
の
村
民
説

で
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
、

自
然
の
動
物
の
生
態
系
を
破

壊
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
可
能
性
が
極
め
て
高
く

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
環
境
汚
染
が
世
界
的

に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
っ

か
り
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

青
葉
苑
の
建
設
当
時
、

米
軍
の
ゴ
ミ
を
受
け
入
れ
灰

溶
融
炉
設
置
を
条
件
に
58
億

円
の
予
算
の
補
助
が
出
た
と

思
い
ま
す
が
、
現
在
の
状
況

は
。

住
民
生
活
課
長　

五
種
の
分

別
が
米
軍
で
は
で
き
な
い
と

い
う
事
で
搬
入
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ゴ
ミ
処
理
場
の
広
域

化
が
持
ち
上
が
っ
て
い
ま
す

が
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

村
長　

浦
添
、
北
中
城
、
中

城
と
広
域
化
が
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
早
目
に
基
本
合

意
書
な
ど
締
結
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

住
民
生
活
課
長　

広
域
化
で

計
画
し
て
い
る
の
が
２
０
０

㌧
、
平
成
27
年
は
大
型
商
業

明
会
を
聞
い
て
い
ま
す
と
、

建
設
場
所
の
決
定
経
緯
の
み

で
、
資
金
計
画
、
今
後
の
村

財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も

説
明
す
べ
き
で
、
ま
た
、
検

討
委
員
会
は
村
民
か
ら
の
意

見
を
聞
く
公
聴
会
も
開
催
せ

ず
に
決
定
す
る
こ
と
は
村
民

不
在
で
あ
り
、
９
月
23
日
の

村
民
説
明
会
は
不
充
分
で
あ

り
今
後
１
・
２
回
説
明
会
を
開

催
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
ま
す
。

事
務
委
託
者
（
自
治
会
長
）

の
資
質
向
上
に
つ
い
て

議
員　

村
と
し
て
事
務
委
託

者
（
自
治
会
長
）
の
資
質
向

上
の
た
め
に
ど
の
様
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

総
務
課
長　

月
２
回
の
連
絡

会
議
に
お
い
て
村
事
務
委
託

者
の
24
項
目
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
事

務
委
託
者
の
研
修
等
は
実
施

し
て
い
ま
せ
ん
。

議
員　

事
務
委
託
契
約
書
に

は
24
項
目
の
事
項
が
あ
り
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
各
課
の

補
助
的
事
務
内
容
に
な
っ
て

い
る
が
、
契
約
内
容
は
ほ
と

ん
ど
履
行
さ
れ
て
な
く
、
委

施
設
が
開
店
す
る
こ
と
も
あ

り
、
今
後
の
ゴ
ミ
の
搬
入
量

が
処
理
能
力
を
超
え
る
予
想
。

こ
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め

浦
添
と
情
報
交
換
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
施
設
の
建
て

替
え
及
び
広
域
化
を
検
討
し

て
い
た
浦
添
と
、
中
北
清
掃

組
合
の
検
討
課
題
が
一
致
し

た
の
で
、
広
域
化
に
向
け
た

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

議
員　

青
葉
苑
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
住
民
の
意
見
も
と

り
入
れ
世
界
遺
産
中
城
城
跡

に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
議
論

し
な
が
ら
進
め
て
い
っ
て
ほ

し
い
。

託
料
（
給
与
）
は
臨
時
職
員

以
上
で
し
か
も
、
臨
時
職
員

は
ボ
ー
ナ
ス
は
支
給
さ
れ
て

な
い
が
、
事
務
委
託
者
は
年

間
40
割
支
給
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
疑
問
を
感
じ
る
。
事
務

委
託
者
研
修
を
実
施
し
て
資

質
向
上
を
図
り
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
推
進
す
べ
き
で
は

な
い
か
、
そ
の
こ
と
が
ひ
い

て
は
地
域
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

事
務
委
託
者
の
資
質
向
上
の

た
め
の
研
修
を
実
施
し
て
活

用
を
図
る
こ
と
を
指
摘
し
ま

す
。

※
他
に

１
．
村
民
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
　�

健
診
率
の
向
上
に
よ
り
早

期
発
見
、
早
期
治
療
、
軽

運
動
に
よ
り
健
康
長
寿
の

村
づ
く
り
。

２
．��

吉
の
浦
会
館
、
護
佐
丸
歴

史
資
料
図
書
館
周
辺
の

交
通
量
増
加
に
伴
う
交

通
事
故
防
止
対
策
に
つ

い
て
の
質
問
も
あ
り
ま

し
た
。

青 葉 苑 の 外 観 。
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仲眞　功浩　議員

請
を
し
て
ま
だ
３
年
し
か
経

過
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

29
年
度
以
降
も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

琉
大
附
属
小
・
中
校

を
含
め
、
約
３
０
０
名
の
子

ど
も
達
が
村
立
小
・
中
校
以

外
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
。

「
ご
さ
ま
る
科
」
の
設
置
で
、

同
じ
村
内
に
住
ん
で
い
な
が

ら
歴
史
観
の
違
う
多
く
の
子

ど
も
達
が
育
っ
て
し
ま
う
。

子
ど
も
達
に
郷
土
歴
史
に
対

す
る
認
識
の
格
差
を
生
じ
ま

す
。
私
は
、
こ
れ
も
大
き
な

課
題
だ
と
認
識
す
る
が
ど
う

か
。

教
育
長　

も
し
要
求
が
あ
れ

ば
（
副
読
本
の
）
無
償
配
布

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
多
少
な
り
と
も
近

づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

ど
う
し
て
も
特
区
で

な
け
れ
ば
ダ
メ
な
の
か
。
６
ヶ

年
を
通
し
て
や
る
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
あ
る
の
か
。
護
佐
丸
歴

史
資
料
図
書
館
を
活
用
し
て

地
域
で
対
応
で
き
な
い
の
か
。

今
回
の
見
直
し
を
機
に
是
非

考
え
て
頂
き
た
い
。
特
区
の

実
施
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、

ブ

ッ

ク

ス

タ
ー
ト
の

実
施

議
員　

沖
縄
県
内
の
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
の
実
施
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

41
市
町
村

の
内
、
６
割
の
25
市
町
村
で

実
施
を
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　

３
年
前
に
も
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
の
重
要
性
と
早
期

導
入
を
要
望
し
ま
し
た
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　

市
町
村
に
よ
っ
て
、

い
ろ
ん
な
や
り
方
が
あ
る
よ

う
で
す
の
で
、
担
当
課
と
し
っ

か
り
協
議
を
重
ね
て
、
こ
れ

は
や
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特

区

と

歴

史

認

識

の

格

差

議
員　

教
育
特
区
の
指
定
を

受
け
た
「
ご
さ
ま
る
科
」
が

区
切
り
の
３
年
目
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
見
直
し
を
考

え
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
主
幹　

特
区
申

較
差
を
か
え
っ
て
広
げ
て
し

ま
う
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
辺
は
十
分
認
識
し

て
評
価
や
見
直
し
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

認
可
外
保
育
所
へ
の

補

助

拡

充

議
員　

ハ
ー
ド
＆
ソ
フ
ト
を

含
め
た
認
可
保
育
所
及
び
認

可
外
保
育
所
へ
の
平
成
27
年

度
決
算
額
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

認
可
保
育
所
に

合
計
で
５
億
４
８
０
０
万

円
、
認
可
外
保
育
所
に
は

１
４
３
０
万
円
で
あ
り
ま
す
。

議
員　

認
可
外
保
育
所
の
園

児
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
村

単
独
の
補
助
事
業
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
補
助

額
は
い
く
ら
か
。

福
祉
課
長　

村
単
独
事
業
と

し
て
の
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　

同
じ
中
城
村
に
住
む

子
ど
も
で
あ
り
な
が
ら
認
可

か
認
可
外
か
で
、
子
ど
も
た

ち
に
対
す
る
補
助
額
に
格
差

が
大
き
す
ぎ
る
。
格
差
是
正
、

認
可
外
保
育
所
へ
の
補
助
拡

充
を
強
く
要
求
す
る
。

平
成
27
年
度
事
業
の
視
察

久場地区土砂崩壊防止事業（伊舎堂地内）

泊ソーラーパネル設置現場

奥間土砂崩れ現場

護佐丸歴史資料図書館
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　青森県南部町行政視察として、南部町の達者事業内容について研修しま

した。「達者」とは、健康で長生きし物事に熟達することを意味し、来訪者

も町民も交流することにより共に達者になることを目指します。豊かな地

域資源を活用した達者村のさらなる来訪者との交流を促進するため実施し

ている主な事業として、①「観光農園」②「産地直売所」③「ホームステイ」

の３つの事業をベースに活力あるまちづくりを図っています。

達者村事業について学ぶ

四季のまつり案内パンフレット

直売施設の名川チェリーセンター

産地直売所
　「さくらんぼ狩り」にやってくる観光客にお土産を買っ
てもらおうと、農家の女性による特産品の産地直売所や
運営団体が誕生し、「名川チェリーセンター」と名付け
年間３億円を売り上げて収入を得ています。
　類似の取り組みとして、「そばの里けやぐ」、「ふくち
ジャックセンター」等がオープンしました。

通年農業観光の推進
　南部町の特産である果樹（さくらんぼ、桃、梨、梅、ブルーベ
リー、ゼネラル・レクラーク、いちご、米、にんにく等）の収穫
体験を実施するため設立した「達者村農業観光振興会」を中心と
した事業「四季のまつり」を展開しています。

ホームステイ事業
　小学生から高校生までの農業体験修学旅行や農業体験学
習、大人や親子の農業体験旅行、海外からの農業体験などの
受け入れを行っており、調理体験・農家の生活体験など各種
の体験メニューを提供している。南部町は「自然の恵みがま
ちを育み誇りに満ち夢が広がるくらしの拠点づくり」を将来
像としています。中城村も第６次産業の活性化を図り、小学
生から高校生までの農業体験修学旅行を取り入れて、生徒達
を世界遺産「中城城跡」観光の推進ができないか精査する必
要があります。

青森県

南部町

写真： 三八地方農業観光振興協議会農業体験ホームステイパ
ンフレットより
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中城村の児童・生徒のみなさん、上手いも下手も関係ありません！あなたの字のままでいいんです
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お問い合わせは中城村議会事務局（1098-895-4318）まで

「ぎかいだより」の題字の募集をします

仲
松
　
正
敏

外
間
　
博
則

大
城
　
常
良

石
原
　
昌
雄

議会だより編集委員

もっと　 知ろう みんなの議会

宮 城 愛 麗 さん
あい り

新
垣
　
貞
則

比
嘉
　
麻
乃

題字提供者

 

村
民
の
皆
様
、こ
ん
に
ち
は

 

９
月
定
例
議
会
後
の
議
会
だ
よ
り
発
行
に
な
り
ま
す
が
、

９
月
定
例
会
は
別
名
、決
算
議
会
と
も
言
い
、前
年
度
、１

年
間
の
予
算
の
執
行
状
況
、
実
施
し
た
事
業
の
成
果
、
費

用
対
効
果
等
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
審
査
し
、
村
民
が

納
得
で
き
る
政
策
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
監
視
、
及
び
チ

ェ
ッ
ク
を
厳
し
く
行
い
、
議
員
全
員
が
各
委
員
会
で
議
論

を
重
ね
、
さ
ら
に
、
本
会
議
で
最
終
的
に
認
定
、
承
認
、
採

択
等
を
決
定
す
る
場
で
す
。同
時
に
予
算
、
条
例
等
の
議

案
審
議
も
行
わ
れ
ま
す
。議
会
開
会
中
は
い
つ
で
も
傍
聴

可
能
で
あ
り
、
行
政
と
議
会
と
の
議
論
を
ぜ
ひ
、
拝
見
し

て
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
今
後
と
も
村
民
フ
ァ
ー

ス
ト
で
見
た
い
、読
み
た
い
、聞
き
た
い
、議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　（
大
城
　
常
良
）

Vol.49
写真

琉球舞踊など歓迎の
セレモニーが行われ
240 名余の参加者の
交流がありました

題字：中城小学校6年　宮　城　愛　麗題字：中城小学校6年　宮　城　愛　麗
りりあいあい

研
修
会
レ
ポ
ー
ト

町
村
議
会
議
員
・
事
務
局
職
員
研
修
会

　
幼
少
期
の
子
ど
も
は
、
一
人
ひ
と
り
が
違
う
性
格
を

持
っ
て
お
り
、
静
か
な
子
、
歩
き
回
る
子
、
人
な
つ
こ

い
子
、
人
見
知
り
の
子
、
そ
れ
ぞ
れ
に
成
長
、
発
達
し

て
い
く
う
え
で
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
生
活
の
主
体
は

家
庭
と
学
校
と
「
地
域
」
な
ら
ば
、
積
極
的
、
定
期
的
、

継
続
的
に
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
早
期
発
見
で
、
発
達
が
気
に

な
る
子
な
ど
、
健
診
後
に
支
援
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

要
フ
ォ
ロ
ー
率
児
の
割
合
が
県
平
均
で
１
歳
６
ヶ
月
児

２
０
．
３
％
、
３
歳
児
で
１
５
．
４
％
、
決
し
て
特
別

な
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
支
援
を
含
め
、
保
健
、

保
育
、
教
育
、
福
祉
、
で
の
連
携
を
深
め
、
早
期
発
見
、

早
期
支
援
、
家
族
の
不
安
と
負
担
を
減
ら
せ
る
よ
う
す

べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
社
会
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

県
内
に
お
け
る
発
達
障
害
児（
者
）支
援
の

現
状
と
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

こ
ど
も
の
発
達
課
題
と
発
達
支
援

　
食
べ
る
こ
と
は
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
最
も
自

然
な
栄
養
摂
取
の
手
段
で
あ
る
。
カ
ラ
ダ
を
維
持
す
る
、

内
臓
の
機
能
を
維
持
す
る
、
筋
肉
や
骨
を
維
持
す
る
、

よ
い
食
事
が
元
気
の
秘
訣
。
し
か
し
、
高
齢
に
な
る
に

つ
れ
て
栄
養
不
良
、
動
か
な
い
、
加
齢
、
炎
症
、
ホ
ル

モ
ン
の
変
化
等
で
筋
肉
の
減
少
（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
）
が

起
こ
り
、
運
動
能
力
の
低
下
、
転
倒
、
骨
折
の
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
、
さ
ら
に
認
知
症
の
発
症
率
も
高
く
な
り

ま
す
。
食
事
に
気
を
使
い
、
い
い
栄
養
を
と
っ
て
い
つ

ま
で
も
元
気
で
楽
し
く
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

い
い
栄
養
で
、いき

い
き
元
気
、認
知
症
予
防

名
護
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
部
長
／
小
児
科

講
師
／
勝
　
連
　
啓
　
介 

氏

沖
縄
メ
デ
ィ
カ
ル
病
院
副
委
員
長
・
金
城
大
学
客
員
教
授

講
師
／
吉
　
田
　
貞
　
夫 

氏

沖
縄
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
／
臨
床
心
理
士

講
師
／
与
那
城
　
郁
　
子 

氏

平
成
28
年
10
月
13
日
（
木
）

Ｎ
Ｂ
Ｃ
サ
ム
シ
ン
グ
フ
ォ
ー
西
崎

コメント
自転車専用道路を
つくってほしい


